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��特集真の力を発揮せよ Ｐ特集真の力を発揮せよ　　  Ｐ����～～
��市政トピックス市政トピックス　　　　　 ＰＰ����～～
��お知らせワイド版お知らせワイド版　　　 　ＰＰ����～～
��真庭が好きっ読者の広場真庭が好きっ読者の広場 　ＰＰ����～～
��ぐるっと真庭まちの話題ぐるっと真庭まちの話題　 ＰＰ����～～

樫邑小学校の�年生児童�人が、�月��日に樫西和紙
工房で、自分の卒業証書となる和紙の手すきに挑戦し
ました。すき上がった和紙に校章を印刷した紙を置き、
その上にもう一度和紙を重ねてオリジナルの卒業証書
が完成。�年間の集大成となる作業に、児童は真剣な
表情で取り組んでいました。
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�����������	
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「どうな の ？どう す る ？ 真庭の学校教育」 

真の力を発揮せよ
地域には子どもたちがいて

未来に夢を抱きながら学び成長している

そんな当たり前のことが「学力」という評価で注目されています

真庭の教育は今どうなっているのでしょう

そしてこれからどうなるのでしょうか
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～今日の学習～�
①知ってる？真庭の学校�

　最初に真庭の学校のことを確認しましょう�
②どうなの？真庭の学力�

　真庭の今の学力について数字で学びましょう�
③どうして？土曜授業�

　土曜授業が何で始まるかを学びましょう�
④あの手この手で真庭の全力発揮�
　学校や地域の動きを知り、これからの教育に�
　ついて考えましょう�
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真
庭
市
に
は
現
在
、
小
学
校
が　

校
、

��

中
学
校
が
�
校
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の

人
数
に
つ
い
て
は
減
少
傾
向
が
著
し
く
、

小
学
校
の
児
童
数
で
見
る
と
こ
の
�
年
で

�
�
�
人
以
上
も
減
少
。
こ
の
よ
う
な
少

子
化
の
中
で
も
格
差
の
な
い
教
育
環
境
を

整
備
し
、「
明
日
も
行
き
た
い
」
と
思
え
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

『
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
備
え
、夢
を

も
っ
て
自
ら
学
ぶ
子
の
育
成
』
を
目
指
す

子
ど
も
の
姿
と
し
、
授
業
づ
く
り
、
集
団

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成��年度真庭市立小中学校データ
【学校数と児童生徒数】

学校数　��校
児童数　�����人

小学校
学校数　�校
児童数　�����人

中学校

　

真
庭
の
教
育
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
真
庭
の
小
中
学
校
と
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知 
っ
て 
る
？ 

真
庭
の 
学
校

小学校別の児童数一覧表

※基準日は各年度の�月�日

��年度��年度��年度��年度��年度小学校名

����������中津井
����������呰　部
��������阿　口
����������上水田
����������水　田
���������������落　合
���������������天　津
���������津　田
�����上　田
���������������木　山
���������������美　川
�����別　所
����������河　内
���������������川　東
���������������遷　喬
����������草加部
���������������米　来
����������樫　邑
����������余　野
���������������勝　山
����������月　田
����������富　原
����������美　甘
������������湯　原
����������二　川
����������中　和
���������������八　束
�������������川　上

�,����,����,����,����,���合　計

�年で���人以上も減少。
右肩下がりの傾向顕著 !

小学校児童数の推移

21年度�

2,637
2,615

2,545
2,529

2,422

22年度� 23年度� 24年度� 25年度�

2,300�

2,400�

2,500�

2,600�

2,700�

児
童
生
徒
が
減
少
し
て
い
く
中
で
格
差
の
な
い
教
育
環
境
を

（人）
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「
国
・
県
以
下
」
が
真
庭
の
現
在
地

　

現
状
を
示
す
一
つ
の
指
標
に
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
調
査
が
、
学
力
や
教
育
活
動
の
全
て
を

物
語
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
課
題

を
表
す
大
切
な
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
を

見
る
と
、そ
の
結
果
は
厳
し
い
も
の
で
す
。

小
学
校
で
は
、
平
成　

年
度
以
降
ず
っ
と

��

全
国
平
均
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
国
語
は
お
お

む
ね
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成　

年
度
に
は
全
教
科
で
全
国
平

��

均
以
下
と
な
り
、
県
平
均
に
も
達
し
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
全
体
と
し
て
は
右
肩

下
が
り
で
推
移
。
こ
の
ま
ま
で
は
差
は
広

が
る
一
方
で
す
。
こ
の
学
力
調
査
で
は
、

「
Ａ
問
題
」は
知
識
理
解
を
問
う
基
礎
的
な

問
題
で
、
こ
の
正
答
率
も
非
常
に
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。
学
力
の
基
礎
と
言
わ
れ
る

漢
字
や
計
算
の
力
が
貧
弱
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
示
し
て
い
ま
す
。

　

「
真
庭
の
子
ど
も
の
学
力
は
？
」
そ
の
現
状
と
学
力
ア
ッ
プ

に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
の

三
ツ
宗
宏
課
長
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ど
う 
な
の 
？ 

真
庭
の 
学
力

国
・
県
平
均
以
下
を「
１
年
で
全
国
並
み
」の
水
準
に
！

結
果
が
示
す
課
題
は
明
確
で
す

　

学
力
ば
か
り
に
注
目
す
る
と
教
育
が
間

違
っ
た
方
向
に
向
か
っ
て
し
ま
う
危
険
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
力
は
生
き
て
い

く
た
め
の
基
本
的
な
力
。
そ
し
て
、
夢
を

か
な
え
る
た
め
の
土
台
と
な
る
も
の
で

す
。教
育
問
題
を
重
視
す
る
岡
山
県
も「
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
」
で

教
育
分
野
の
目
標
設
定
を
し
て
い
ま
す

が
、
道
徳
教
育
の
項
目
で
は
真
庭
市
は
全

て
目
標
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
逆
に
目

標
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
項
目
が
あ
る

の
は
や
は
り
学
力
の
部
分
。
こ
れ
ら
の
結

果
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
「
基
礎
的
な

学
力
の
定
着
」「
家
庭
学
習
の
習
慣
づ
け
」

「
地
域
全
体
で
支
え
育
て
る
体
制
づ
く
り
」

と
い
っ
た
課
題
で
す
。
こ
れ
を
学
校
と
家

庭
、
地
域
が
共
有
し
、
課
題
克
服
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

分
か
り
や
す
い
授
業
で
学
力
向
上
を

　

真
庭
市
で
は
『
�
年
で
全
国
並
み
の
学

力
に
』
と
目
標
を
設
定
。
学
校
と
家
庭
で

取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
具
体
化
し
て
、
す

で
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
単
年
ご
と
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
て

い
る
よ
う
で
は
根
本
的
な
改
善
策
を
見
失

い
ま
す
の
で
、
平
成　

年
度
か
ら
は
小
学

��

校
�
〜
�
年
生
の
学
力
調
査
を
市
独
自
で

行
い
ま
す
。
ま
た
、
実
物
投
影
機
な
ど
の

機
器
を
積
極
的
に
導
入
し
授
業
を
改
善
。

充
実
し
た
教
育
環
境
の
も
と
で
の
「
分
か

り
や
す
い
授
業
」
を
全
て
の
小
中
学
校
で

実
施
し
、学
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

全国学力・学習状況調査って？

文部科学省が年に�回実施する調査。学力を問うだけでなく、児童

生徒の学習・生活環境に関する質問も合わせて行われる。「現状の

把握・分析」「自治体の教育施策の成果と課題」を明確にし、教育

指導の充実や学習環境の改善に役立てることが目的。

■対象　小学校�年生、中学校�年生

■教科　国語と算数・数学

 三  ツ  宗 宏     課長
み つ むね ひろ

教育委員会
学校教育課
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　緊急に行うこと�

・学校ごとに調査結果を分析し、成果
と課題を明らかに�

　→「まにわの子育成推進プラン」を
作成する�

・正答率が低かった問題については「
補い」を�

　授業改善について�

・「授業改善」と「集団づくり」の一元
的な展開を�

・「めあて」と「まとめ」を全員で確認
し目標への到達確認を�

・話し合い活動は目的を持ち、過不足
なく表現することを重視�

・補充学習などを位置づけ、定着の弱
い学習内容の補いを�

・過去問題を利用し、課題の絞り込み
と対策を�

　学習習慣について�

・家庭との連携で家庭学習の絶対量
を増やし、基礎の定着を�

・学習方法の指導を行い、子どもたち
が自ら学ぶ機運を�

家庭で取り組もう！�

「１年で全国並みに！」�
学校で取り組もう！�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

学力アップを目指して�

　家庭学習について�

・各学校の「家庭学習の手引き」で示す家庭学習の�
  時間を確保しましょう�

・がんばりを認め、励ましましょう�
　メディアの視聴ついて�

・テレビ視聴時間を見直しルールを作りましょう�
  （２時間以上の場合は学力低下の恐れがあります）�
・家族みんなで読書に親しむなど、テレビやＤＶＤ�
  視聴以外の過ごし方を考えましょう�
　ルールづくり�

・携帯電話やスマートフォンを利用する場合は、�
  確かなルール作りをしましょう�

○小中学校とも、全教科・全項目で全国平均と岡山県平均を下回っている ！
○小中学校とも、全国とのポイント格差は大きく開いている！
○小中学校とも、知識より活用に関する教科で格差が大きい！

○小学校は経年的に全国平均を下回る状況！
○国語は全国平均を上回っていた中学校も
　今年度は平均以下に！

平均正答率と国・岡山県との比較【平成��年度】

中学校�年生小学校�年生

数学Ｂ（活用）数学Ａ（知識）国語Ｂ（活用）国語Ａ（知識）算数Ｂ（活用）算数Ａ（知識）国語Ｂ（活用）国語Ａ（知識）

��������������������������������真庭市

��������������������������������岡山県

��������������������������������全国

-���-���-���-���-���-���-���-���全国との差

平均正答率の全国との開きと推移

※平成��年度の全国学力・学習状況調査は東日本大震災

の影響により実施は見送られています

小
学
校

算数Ｂ算数Ａ国語Ｂ国語Ａ

-���-���-���-���H ��

-���-���-���-���H ��

-���-���-���-���H ��

-���-���-���-���H ��

-���-���-���-���H ��

-���-���-���-���H ��

中
学
校

算数Ｂ算数Ａ国語Ｂ国語Ａ

-���-��� ��� ���H ��

-���-��� ��� ���H ��

-���-��� ��� ���H ��

-���-���-��� ���H ��

-���-��� ��� ���H ��

-���-���-���-���H ��

全教科で国・県平均以下は深刻な
状況。工夫と改善を進めて足場を
しっかり固めないと…



ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ニ
ー
ズ
を
把
握

　

平
成　

年
度
に
小
学
校
で
新
し
い
学
習

��

指
導
要
領
が
全
面
実
施
と
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
全
国
で
土
曜
授
業
に
踏
み

切
る
自
治
体
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
岡
山
県
内
で
�
市
町
が
導
入
。
国
で
の

検
討
も
本
格
化
し
、
自
治
体
の
判
断
で
導

入
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た

め
に
、
法
改
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
流
れ
を
受
け
真
庭
市
で
も
小
中
学
校

で
導
入
を
検
討
。
保
護
者
と
教
職
員
の
意

識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
�

月
に
土
曜
授
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
見
る
と
、「
土
曜
日
は
充
実
し

て
い
る
と
感
じ
る
が
、
土
曜
授
業
は
実
施

し
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
大
半

を
占
め
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

学
力
が
向
上
す
る
か
ら
、
平
日
の
負
担
が

減
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
し
た
。一
方
で
、

「
家
族
や
友
だ
ち
と
触
れ
合
う
時
間
や
地

　

県
内
外
の
自
治
体
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
土
曜
授
業
。
真
庭
市
で
も
平

成　

年
度
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯

��
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、
そ
し
て
、
真
庭
市
が
目
指
す
土
曜
授
業
の
か
た
ち

に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ど
う 
し
て
？ 

土
曜
授
業

学
校
を
開
き
、地
域
と
共
に
学
び
を
考
え
る
場
に

域
行
事
へ
の
参
加
の
機
会
が
な
く
な
る
」

と
い
う
慎
重
な
意
見
も
目
立
ち
ま
し
た
。

地
域
と
つ
な
が
り
共
に
考
え
る
場
に

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
平
成　

年
度
か

��

ら
土
曜
授
業
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。回
数
は
原
則
学
期
に
�
回
の
年
�
回
、

午
前
中
ま
で
の
授
業
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
間
の
活
用
方
法
は
各
学
校
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
単
に
授
業
時
間
を
増
や

す
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

切
な
の
は
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て

学
び
、
家
庭
で
も
積
極
的
に
学
習
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
。
学
校
は
こ
れ
を
目
標

に
授
業
改
善
を
進
め
、
土
曜
授
業
は
そ
の

姿
を
保
護
者
や
地
域
に
開
い
て
い
く
場
と

し
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
家
庭
・
地

域
と
の
連
携
を
深
め
、
家
庭
で
の
学
習
習

慣
の
定
着
や
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ．土曜授業は何回行われるの？　　原則として学期に�回ずつの年�回。�、11、�月の第�土曜日を予定しています。Ｑ．土曜授業は何時間授業？　　午前中�時間の授業を予定しています。給食はありません。
Ｑ．年３回で学力が高まるの？　　学校が授業改善を進める姿を保護者や地域に開くことを目的としていますので、土曜授業の導入ですぐに学力が向上するというものではありません。

回収率は��％。
関心の高さが
表れています

■土曜授業は？
　実施したほうがよい　　　����％
　どちらとも言えない　　　����％
　実施しないほうがよい　　����％
■実施するならその回数は？
　月に�回程度　　　　　　����％
　全ての土曜日　　　　　　����％
　月に�回程度　　　　　　����％
　その他　　　　　　　　　  ���％

どうして賛成？

学力が向上する
授業時間が増える
平日の子どもと教師の負担を減らせる

家族や友だちと過ごす時間が減る
塾や習い事に行くことができない
子どもや教師の負担が増える

■土曜日は充実している？
　充実している　　　　　　����％
　どちらとも言えない　　　����％
　充実していない　　　　　����％
■土曜日の過ごし方は？
　家族や友だちと過ごす　　����％
　部活や習い事など　　　　����％
　テレビやゲームなど　　　����％
　その他　　　　　　　　　����％

どうして反対？

保
護
者
ア
ン

ケ
ート
の結
果（抜粋）
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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
の
授
業

時
間
と
並
ん
で
大
切
な
の
が
家
庭
学
習
の

時
間
で
す
。
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

で
の
、
生
活
・
学
習
習
慣
の
項
目
を
見
る

と
、
真
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
傾
向
と
課
題

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
か
ら
は
、

「
地
域
と
の
関
わ
り
や
将
来
へ
の
夢
を
持

ち
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
」

と
い
う
真
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
え

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
学
力
と
の
相
関
関

係
が
大
き
い
と
さ
れ
る
「
家
庭
学
習
の
時

間
」
は
、
国
と
岡
山
県
の
数
値
を
下
回
り
、

逆
に
、
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
時

間
は
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学

生
の
携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
所

持
率
も
こ
こ
数
年
増
え
て
き
て
お
り
、
今

後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
社
会
に
広
が
る
メ
デ
ィ
ア
と

ど
う
正
し
く
付
き
合
っ
て
い
く
か
」

　

こ
の
認
識
は
小
中
学
校
の
間
で
す
で
に

広
が
っ
て
お
り
、
講
演
会
や
勉
強
会
を
開

い
た
り
、
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
（
テ
レ
ビ

な
ど
を
見
な
い
日
）
を
毎
月
設
け
た
り
と

メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。
保
護
者
と
教
職
員
が
家
庭
学
習

の
重
要
性
と
メ
デ
ィ
ア
が
持
つ
危
険
性
を

共
有
し
、
メ
デ
ィ
ア
と
正
し
く
付
き
合
っ

て
い
く
こ
と
が
、
真
庭
の
教
育
課
題
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

��������	
�

�������
学習状況調査から見える真庭の子どもは…
・将来に夢を持っている

・宿題を確実に行っている

・平日の家庭学習の時間が少ない

・地域の行事に参加している

・授業で話し合う活動はよくできている

・テレビ・ＤＶＤなどの視聴時間が長い

・朝食をきちんと取り規則正しく就寝・起床している

・塾（家庭教師）に行っている子どもは少ない

・考えを説明したり書いたりすることを難しいと感じる

家庭学習�

持たせる親の責任をしっかりと感じて

　水田小学校の学校保健委員会「すこやか委員会」では、『家族の

すてきな関わりあい』というテーマで活動をしています。毎月第

１日曜日はテレビやゲームを２時間までと決めていて、この取り

組みは今年で２年目。子どもたちにもだんだんと定着しています。

スポーツや料理、勉強など時間の使い方は各家庭でさまざま。わ

が家にもタブレット端末が１台ありますが、家族みんなのものと

いうことにして、必ずリビングで使うようにしています。携帯電

話やスマートフォンはうまく使えば便利ですが、親が知らない間

に子どもが外の世界とつながってしまうという危険もありますよ

ね。子どもがメディア持つときがきたら、「持たせる親の責任」を

しっかりと感じて、上手な付き合い方を教えていきたいです。

 平  岡  三 紀     さん（宮地）
ひら おか み き

水田小学校「すこやか委員会」保護者代表
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　岡山県作成の問題を学年

別に分けて廊下にずらり。朝

や放課後の時間を使って国

語・算数の問題に全員が取り

組む、その名も『美川っ子は

げみ学習』が昨年��月にスタ

ートしました。自分のペース

でどこからでも取り組んで、

ちゃんとできたら「はげみカ

ード」にチェックを。低学年はシールを貼るのも楽し

みです。学年末までに�回通りを目標にみんな頑張っ

ています。担任によっては、�学年下の問題を全部お

さらいしてから、今の学年に再チャレンジするといっ

た工夫も。子どもたちは楽しみながら意欲的に取り組

んでいてとても頼もしいです。みんな、どんどんチャ

レンジだよ！

 宮  島  綾 子   さん
みや しま りょう こ

美川小学校教諭

　実物投影機の導入が教育

現場で進んでいます。教科書

の一部を大きく見せたり、そ

の場で書いたものをすぐに

映したりと、効率的に授業が

できる機材です。教育環境の

整備が進むのは、教師にとっ

ても生徒にとっても喜ばし

いこと。私が担当する理科で

は、実験や実物を使うことが授業づくりのポイントに

なりますが、それを効果的に補助してくれるのが実物

投影機。何をどう映せば生徒たちにうまく伝わるかを

日々考えています。また、こうした機器を使っている

とアナログ教材の良さに気付くこともあるんです。デ

ジタルとアナログそれぞれの良さを使い分け、もっと

魅力ある授業にしていきたいです。

 谷  本  薫 彦   さん
たに もと くに ひこ

落合中学校教諭

創
意
工
夫
で

実物投影機を使った授業では生徒の視線や顔が上が
り対話も活性化。平成��年度には、真庭市立小中学校
の全普通教室で導入されます。

力発揮 ！
かって学校が一丸
歩み始めています。
します。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
��
��
��
�
�
�
	



「どこまでできたかな？」「ちゃんと
身に付いているかな？」自分の到達
度を実感できる仕組みは、子ども
たちのやる気を刺激しています。
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　民生・児童委員を任され今

年で��年目。健康管理も兼ね

て、小学生の下校時間に�時

間ほどウォーキングをして

います。すれ違うときには元

気にあいさつを返してくれ

て、とても気持ちがいいで

す。ですが、子どもたちの学

び舎である小学校に出入り

をすることはほとんどなく、�月に教育懇談会に呼ん

でいただいたとき本当に久しぶりに小学校に行きま

した。懇談会で学力やメディアのことを聞いて、昔と

はちょっと事情が違うなと少々驚きました。私たちが

授業に直接関わることはできませんが、子どもたちの

ことは地域のこと。できることがあれば進んでお手伝

いをしたいですね。

 仲  田 　静
なか だ

   さん
しずか

（組）
民生委員・児童委員

　蒜山地区の小学校で読み

聞かせのボランティアをし

ています。読み聞かせといっ

たら幼児が対象と思われが

ちですが、八束小学校では全

学年でやっていて、�年生以

上には本の紹介をする「ブッ

クトーク」をしています。本

は心の栄養とも言いますよ

ね。低学年には本に触れる喜び、高学年には夢を実現

する感動を伝えたいです。最近は子どもが減って、集

団生活の中で得る知識も減っているのではないでし

ょうか。こんなときこそ本を手に取ってほしい。本の

中には知識や刺激がいっぱいです。「あっ、この本読

んでみようかな」子どもたちがそう思える環境づくり

が私の目標です。

 進 　 真 澄   さん
しん ま すみ

（蒜山下福田）
学校支援ボランテ ィア

連
携
強
化
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

勝山小学校では地域との関係を深めようと民生・児童
委員との懇談会を始めました。初回の�月��日にはま
ず学校の現状を報告。委員からは「どんどんやってい
きましょう」との声も聞かれました。

読み聞かせの様子。八束小学校では習
字やミシンなど、さまざまな分野で地
域の皆さんの力を借りています。

あの手この手で

真庭の 全 
　真庭市の小中学校では目標に向 
となり、地域と力を合わせながら 
最後にその取り組みの一部を紹介 
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トピックス�

　

�
月　

日
、
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
「
た
に
ぞ
う
フ

��

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
勝
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に

展
開
し
て
い
る
真
庭
市
ス
ポ
ー
ツ
応
援
事
業
の
一
つ
と
し

て
企
画
。
今
回
は
市
内
の
�
歳
〜
小
学
�
年
生
以
下
の
子

ど
も
た
ち
が
対
象
で
、
約
�
�
�
人
の
親
子
連
れ
ら
が
参

加
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
・
あ

そ
び
だ
い
す
き
」
の
遊
び
や
歌
を
監
修
す
る
、
た
に
ぞ
う

さ
ん
を
先
生
に
迎
え
、
親
子
で
一
緒
に
踊
り
や
体
操
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

写真上：子どもを膝に乗せての触れ合い
で、みんな笑顔に
写真左：たにぞう先生の歌と、りかちゃん
先生のダンスで盛り上がりました

たにぞうファミリーコンサート

目いっぱい体を動かし、親子で笑顔

真
庭
い
き
い
き
農
林
業
者
の
つ
ど
い

農
林
業
の
未
来
を
考
え
る

ステージ上で激励を受ける新規就農者の�人

　

�
月　

日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
で
真
庭
い

��

き
い
き
農
林
業
者
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
、

真
庭
地
域
の
農
林
業
者
な
ど
約
�
�
�
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
つ
ど
い
で
は
、
新
規

就
農
者
�
人
に
激
励
の
言
葉
や
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
元
総
務
大
臣
の

増
田
寛
也
さ
ん
が
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
、
農
地
情
報

に
地
形
や
土
の
成
分
も
含
め
て
一
元
化
す

る
こ
と
や
予
約
に
よ
る
バ
ス
利
用
情
報
を

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
全

国
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
市
長
室
〜
こ
ん
に
ち
は
太
田
で
す
！
〜

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

市
長
自
ら
が
地
域
に
出
掛
け
て
対
話
を

す
る
「
地
域
の
市
長
室
〜
こ
ん
に
ち
は
太

田
で
す
！
〜
」
が
�
月
�
日
、
久
世
エ
リ

ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
�
地
区
で

開
催
す
る
地
域
の
市
長
室
は
、
今
回
の
久

世
エ
リ
ア
で
全
て
の
地
区
を
訪
問
。
青
木

本
家
、
市
民
活
動
支
援
プ
ラ
ザ
、
久
世
エ

ス
パ
ス
と
場
所
を
変
え
、
地
域
の
代
表
者

や
各
種
団
体
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
懇
談
。
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
提
案
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

青木本家（余野下）で行われた意見交換会
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市政に関する動きの一部を紹介します

みんなで防災 in 真庭が、
勝山文化センターで開催
されました。地震と水害
への備えについての講演
を聞いたり、消防士に搬
送方法や応急手当法を教
わったりし、災害発生時
に身を守るための行動に
ついて学びました。

������今にも起こるという危機感で備えを

中山遺跡（西河内）で出
土し、市指定重要文化財
であった特殊壷と特殊器
台が、県の重要文化財（考
古資料）に指定されまし
た。古代吉備地方に特有
の祭祀用土器で、地域の
有力者が葬られていたこ
とを示しています。

�������特殊壷などが県指定重要文化財に

道の駅を整備した県内の
市町村の首長らが真庭市
本庁舎で会合を開き、「岡
山県道の駅市町村長連絡
会」が発足しました。会
では、駅の駐車場問題や
相互連携による特産品販
売などについて意見交換
が行われました。

�������岡山県内の「道の駅」連携強化へ

�
������

市
役
所
前
バ
ス
待
合
所
完
成

木
の
ぬ
く
も
り
で
お
も
て
な
し

完成を祝し、待合所前でテープカットする太田市長ら

　

市
役
所
本
庁
舎
前
に
バ
ス
待
合
所
が
完

成
し
、
�
月　

日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

��

し
た
。
式
に
は
通
学
中
の
高
校
生
や
関
係

者
な
ど
約
�
�
�
人
が
立
ち
会
い
、
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。
待
合
所
は
市
内
産
の
新

し
い
木
造
集
成
建
築
材
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
て

建
て
ら
れ
、
周
囲
を
囲
む
ガ
ラ
ス
部
に
は

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
や
温
泉
地
な
ど
、
市
内
の

風
景
を
デ
ザ
イ
ン
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
高
速
バ
ス
な
ど
の
結
節
点
で
、
多
く
の

利
用
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
総
事
業
費
は
約
�
�
�
万
円
。

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

春三月、卒業する君たちへ
　三月は、幼児・児童・生徒・学生が次の段階に進む

「卒業」の時期。進学する人、社会に出る若者がいるが、

今までの歩みを振り返りながら、心新たにして前に向か

って進んでほしい。特に、社会人になる諸君に「卒業し

てからの人生の方が遥かに長い。その期間をいかに過ご

すかで、人生の充実度が決まる。過去の学歴や成績を断

ち切り、新たなスタート台から努力を重ね、日々成長す

る豊かな人生を歩むことを期待する」と申し上げる。

中
学
生
に
よ
る「
私
の
主
張
発
表
会
」

気
付
き
、疑
問
を
言
葉
に
し
て

ステージ上で自分の意見を発表する中学生

　

中
学
生
に
よ
る
「
私
の
主
張
発
表
会
」

が
�
月　

日
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

��

か
れ
ま
し
た
。
岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
真
庭
支
部
な
ど
の
主
催
で
毎
年
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
で　

回
目
。
真
庭
市
と

��

新
庄
村
の
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
�
、
�

年
生　

人
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
、
生
徒

��

や
教
職
員
、
保
護
者
な
ど
約
�
�
�
人
を

前
に
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

が
家
庭
や
学
校
な
ど
日
常
生
活
の
中
で
感

じ
た
こ
と
を
ま
と
め
、
し
っ
か
り
と
し
た

口
調
で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

特殊器台 特殊壷
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�月からお悔やみ放送のルール統一告知放送が変わります
お知らせワ イ ド
���������	����
����

【
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
朝
夜
の
行
事
予
定
な
ど
の
放
送
時
間
を
固

定
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
お
悔
や
み
放
送

は
、
午
後
�
時　

分
と
午
前
�
時　

分
に
固

��

��

定
し
ま
す
。

②
夜
�
回
と
朝
�
回
の
�
回
ま
で
、
希
望
日

に
放
送
で
き
ま
す
。

③
出
棺
時
間
、
葬
儀
時
間
に
つ
い
て
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
、
ま
た
は
両
方
を
選
択
し
て
放

送
で
き
ま
す
。

④
通
夜
に
つ
い
て
は
、
希
望
が
あ
る
場
合
に

は
放
送
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
早
め

に
戸
籍
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
放
送
が
流
れ
る
範
囲
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
各
支
局
エ
リ
ア
内
で
す
。

⑥
一
人
の
放
送
に
つ
き
、
�
回
の
繰
り
返
し

放
送
で
す
。
告
知
端
末
の
再
生
ボ
タ
ン
で
、

聞
き
返
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
真
庭
市
で
は
、
音
声
告
知
サ
ー
ビ
ス
（
行
政
情
報
告
知
放
送
）
を
通
じ
て
、
市
内
の
各
家
庭
に
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
案

内
、
お
悔
や
み
な
ど
の
情
報
を
周
知
・
伝
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、「
お
悔
や
み
放
送
」
に
つ
い
て
は
、
合
併
以
降
も
旧
町
村
の
手
法
の
ま
ま
、
放
送
時

間
や
文
面
が
各
エ
リ
ア
ご
と
に
異
な
る
独
自
の
運
用
で
放
送
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
か
ら
ま
も
な
く　

年
目
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
、
市
と
し
て
の
一
体
感
を
さ
ら
に
育
む
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
、
お
悔
や
み
放
送
の

��

内
容
統
一
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
回
の
変
更
点
と
告
知
放
送
以
外
の
お
悔
や
み
情
報
を
得
る
手
段
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�問
 
　

総
務
部
秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

お
悔
や
み
放
送
の
運
用
を
変
更

�
�
�
��・ 
�
�
�
�
�
�
�
�

真庭いきいきテレビ（M I T）で
「お悔やみ情報」をチェックしよう

①テレビ放送
　真庭いきいきテレ
ビ（メインチャンネ
ル）を選んでくださ
い。午後�時からの
「ほっとまにわいど
チャンネル」の中で、
その日受け付けた、
市内全域のお悔やみ
情報をお知らせしま
す。（繰り返し放送）

②データ放送
　真庭いきいきテレビを選局して
ください。リモコンのデータ（d）
ボタンを押すとデータ放送画面に
切り替わります。上下左右ボタン

で、「お悔やみ」を選
択すると、受付日ご
とにお悔やみ情報を
確認できます。市内
全ての地域を確認す
ることができます。
（情報更新は毎日行
われています。）
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平成��年度分を�月から受付開始商工業活性化を支援
お知らせワ イ ド
���������	����
����

該当者は申請をお忘れなく交通費を助成します
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　真庭市では、市内に住所のある障がい者などの外出を支援するため、通院・通所に必要な交通費の一
部とタクシー利用券を助成しています。該当する人は、期限内に福祉課、健康推進課または振興局・支
局市民福祉課で申請してください。

�問   健康福祉部福祉課　藤本　℡����-��-����　ＦＡＸ����-��-����（助成①、③～⑤）
　健康推進課　菱川　℡����-��-����　ＦＡＸ����-��-����（助成②について）

����������	�
��������

《対象者》
①人工透析患者通院交通費助成
　腎不全などにより人工透析を受けるために通院
した人
②特定疾患医療附帯療養交通費助成
　特定疾患治療研究事業に関する対象疾患の治療
を受けるため�カ月に�回以上通院した人

③心身障害児・者及び精神障害者通所授産施設等
通所交通費助成
　授産施設などに�カ月の開所日のうち半数以上
通所した人
④療育訓練通所交通費助成
　専門療育機関または医療機関へ療育訓練などの
ため�カ月に�回以上通所した��歳未満の人
⑤重度心身障害者タクシー利用助成
　視覚、聴覚、上下肢の障がいによる身体障害者
手帳�、�級の交付を受けている人。下肢、体
幹の障がいによる身体障害者手帳�～�級の交
付を受けている人。知的障がいによる療育手帳
Ａの交付を受けている人（在宅の人に限る）

《助成額》

《申請期間》
①～④については、�月��日�まで
※平成��年��月～平成��年�月までの後期分の申請を受
け付けます。医療機関、通所施設の通院・通所の証明
が必要です。
⑤は、�月��日�～��日�まで
※平成��年度分の申請を受け付けます。⑤は、①～④と
の併用受給はできません。

⑤の助成額　利用券月額�����円（年額������円）

助成額(月額)通院・通所距離(片道)
�
�
�
の
助
成

�����円��未満

�����円��以上��未満

�����円��以上���未満

�����円���以上���未満

�����円���以上���未満
�����円���以上

助成額(月額)通所回数(月)通所距離(片道)�
の
助
成

�����円�回以上�回未満
���以上

�����円�回以上

ご活用ください ！

��������������������

※これまでの「住宅リフォーム補助金」に代わる新制度を検討中です。内容が決まり次第、別途お知らせします。

◆各種支援事業の概要◆

補助対象事業の名称
新しく事業を実施し、創業を目指す個人または法人などを支援します。
①事業所開設支援事業�事業所開設に要する経費の一部などが対象
②法人化支援事業�法人設立登記などに係る経費の一部が対象

起業支援事業

それぞれの特色を生かした店舗の魅力アップを支援します。
①魅力づくり事業�店舗内外の増改築、移築などの経費の一部が対象
②空き店舗活用事業�空き店舗の賃借料の一部が対象

個店の魅力アップ推進事業

人材育成を目的に、研修会などに従業員や後継者を派遣する場合の受講料の一部
が対象従事者・後継者育成補助金

　真庭市では、地域経済の活性化、商工業の振興を目的に、商工業者の起業・法人化の支援、店舗の魅
力づくりを援助するなどの各種補助制度を用意しています。対象となる条件や補助内容など詳しい内容
は、お問い合わせください。
 �問   産業観光部商工観光課　岩藤　℡����-��-����
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安心のネットワークへご加入ください農作物への被害に備え
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　農業共済（ＮＯＳＡＩ）とは、農家を対象にした公的な保険事業で、農家の皆さんが共済掛金を出し合って、

災害に備えるためのものです。加入者が万が一の災害に遭ったときには、共済金を受け取ることができ、損

害を補てんできるという仕組みで、農家の強い味方になります。水稲やぶどう、大豆、ハウスの共済につい

て、お知らせします。該当する人、または加入を希望する人は、お申し込みください。

 �問   産業観光部農林振興課　農業共済グループ　℡����-��-����

●� 農作物（水稲）共済
■加入要件
　【当然加入（加入が義務付けられている人）】作付面積が��ａ以上の人
　【任意加入（加入することができる人）】作付面積が��ａ以上��ａ未満の人
　※作付面積が��ａ未満の人は加入することができません。
■手続き方法
　　加入する人は、営農計画書（水稲共済細目書異動申告票兼生産調整方針参加意向確認書）に、「加入方式」、
　「補償割合」、「単位当たり共済金額の選択順位」、「作付面積」など必要事項を記入し、期限内に提出して
　ください。任意加入の対象者で、加入を希望しない人は、営農計画書の「農作物（水稲）共済関係停止申出書」
　に署名・押印し、提出してください。※補償割合など詳しくは、お問い合わせください。
■責任期間
　田植え時期（直まきの場合は発芽期）～収穫期までの期間
■提出期限
　�月��日�まで
　

●� 果樹（ぶどう）共済
■加入要件
　栽培面積の合計が�ａ以上で、栽培年数が�年以上のぶどうを栽培している人
■責任期間
　花芽の形成期（�月ごろ）～平成��年産収穫期までの期間
■申込期間
　�月��日�～�月��日�まで
　

●� 畑作物（大豆）共済
■加入要件
　栽培面積の合計が�ａ以上、大豆を栽培している人
■責任期間
　発芽期（移植をする場合には移植期）～収穫期までの期間
■申込期間
　�月�日�～�月��日�まで
　

●� 園芸施設（ハウス）共済
■加入要件
　設置面積の合計が�ａ以上のハウスを所有している人
■責任期間
　共済掛金を納付した日の翌日から指定される期間（最短�カ月～最長�年）
■申込期間
　随時受け付けています。加入したい時期にご連絡ください。

�������������

※写真は全てイメージです。
※各共済で加入方式の選択ができます。年産ごとに補償単価、掛金率などに変動があります。
また、水稲以外の各共済加入者のうち希望者には、無料で土壌診断を実施します。

自然災害へ対策を



��� Maniwa

鳥獣被害を減らそう・なくそう有害鳥獣対策補助
お知らせワ イ ド
���������	����
����

平成��年度受講生を募集真庭いきいき帰農塾
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　イノシシや猿などの有害鳥獣が人里近くに出没するようになり、大切な農作物への被害が多発してい

ます。近年では、中山間地から平坦地まで被害が広がってきています。有害鳥獣の被害から農地・農作

物を守るために設置する、防護柵や捕獲柵の購入費に対して補助を行います。詳しくは、購入や設置を

する前にお問い合わせください。 �問   産業観光部農林振興課　中島　℡����-��-����

����������������

【防護柵（電気柵やトタン柵）設置補助金】
補助率�資材購入費の�分の�以内（設置規模により、
補助率の高い県補助が受けられます。県補助の申請期
限は、�月��日�までです。）
条件�受益戸数が�戸以上、設置延長が���ｍ以上であ
ること
【猿・イノシシの捕獲柵（箱わな）設置に対する補助金】
補助率�資材購入費の�分の�以内（同様の県補助制
度もあります。）
条件�地元猟友会員（わな猟免許
　　　保持者）が管理し、集落や
　　　地区単位で設置する捕獲柵
　　　であること

※どちらの補助金も予算の範囲内で随時受け付

けます。ただし、申請前に購入・設置したものにつ

いては対象になりませんので、注意してください。 �捕獲されたイノシシ 　 ▲箱わな設置イメージ

�����������学び�����
【募集概要】
◆開講講座（�コース）
　ナス・キュウリコース、ピオーネコース、キク
　コース
◆対象者　市内在住で、農業経営に興味のある人
　（中高年を中心に募集します）
◆募集定員　各コース先着��人
◆講師　真庭農業普及指導センター・農協職員
◆参加登録料　�����円（資料代金含む）
◆応募方法　農林振興課・各支局総務振興課にあ
　る申込用紙に必要事項を記入し、申し込んでく
　ださい。

申込期限��月��日�まで平成��年度キクコース実習の様子

　真庭市では、「農業を始めたい」、「栽培技術を習得したい」という中高年の人を対象に、「真庭いきいき帰農

塾」を開講しています。平成26年度の受講生を募集しますので、農業に興味のある人や新たな品目の栽培を

考えている人は、ぜひご参加ください。 �問   産業観光部農林振興課　神谷　℡����-��-����
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生
後　

日
以
上
の
犬
に
は
、
年
に
�
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
注
射
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

��

で
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
、「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、「
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
」
を
持
参
し
、
環
境
課
ま
た
は
振
興
局
、
各
支
局
の
市
民
福
祉
課
で
必
ず
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

愛
犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
大
切
な
愛
犬
の
た
め
に
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

�問
 
　

市
民
環
境
部
環
境
課　

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

①
犬
を
飼
い
始
め
た
時

�
必
ず
真
庭
市
へ
登
録
し
て
く
だ

　

さ
い
。
交
付
さ
れ
た
鑑
札
は
犬

　

に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

②
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
時

�
新
し
い
飼
い
主
が
、
変
更
の
届

　

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
が
死
ん
だ
時

�
必
ず
死
亡
の
届
け
出
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

④
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
必
ず

　

受
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
、
犬

　

に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
注
射
し

　

た
こ
と
を
証
明
し
、
迷
子
札
の

　

代
わ
り
に
も
な
り
ま
す
。

▼
犬
を
飼
う
と
き
に
、

忘
れ
ず
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
！

今年もきちんと
受けるワン！

市
内
各
地
を
回
り
ま
す
、忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う

�料金案内�
○登録犬 �����円
○未登録犬 �����円
○注射済票交付のみ ���円

　既に登録している犬の飼い主さんには、
�月下旬までに予防注射のお知らせはがき
を送ります。犬を飼っているのにはがきが
届かない場合には、登録できていない可能
性があります。環境課、または振興局・各支
局市民福祉課に連絡してください。

����������
　�：��～��：�� ＪＡまにわ上河内支所
　��：��～��：�� 中河内コミュニティハウス
　��：��～��：�� 下河内コミュニティハウス
　��：��～��：�� 西原中国道ボックス
　��：��～��：�� 落合支局

����������
　�：��～�：�� 千里・坂本氏宅横
　��：��～��：�� くるみの館
　��：��～��：�� 関コミュニティハウス
　��：��～��：�� ＪＡまにわ美川支所
　��：��～��：�� 古市場荒神様
　��：��～��：�� 鹿田公民館

����������
　��：��～��：�� 八束ふるさとふれあい特産館
　��：��～��：�� 岡中曽消防器具庫
　��：��～��：�� 西原コミュニティハウス
　��：��～��：�� 花園コミュニティハウス
　��：��～��：�� 蒜山振興局庁舎裏車庫
　��：��～��：�� 八束コミュニティセンター
　��：��～��：�� 専売所跡地

����������
　�：��～��：�� 中和体育館
　��：��～��：�� 吉田公民館
　��：��～��：�� 別所コミュニティハウス
　��：��～��：�� 間谷公会堂
　��：��～��：�� 才東集会所
　��：��～��：�� 大蛇教育集会所
　��：��～��：�� 徳田集会所
　��：��～��：�� 川上出張所
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A
・ 
違
い
ま
す
。「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
」
と
は
、
注
射
を
行
っ
た

獣
医
師
が
発
行
す
る
証
明
書
類
で

す
。
こ
の
証
明
書
を
市
町
村
に
提

示
す
る
こ
と
で
、「
注
射
済
票
」
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。骨
の
形
を
し
た
注
射
済
票
は
、

首
輪
な
ど
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
・
注
射
済
票
と
注
射
済

証
は
違
う
の
？

▲注射済票

見 本

平成��年度 狂犬病予防注射日程表

���������
　�：��～�：�� 大内原公民館
　�：��～��：�� 目木勤労者研修センター
 　��：��～��：�� 余野・政保商店駐車場
 　��：��～��：�� 樫東生活改善センター
 　��：��～��：�� 樫西コミュニティハウス
 　��：��～��：�� 鍋谷公民館横
 　��：��～��：�� 三阪消防器庫
　��：��～��：�� 五反公民館
　��：��～��：�� 西口農業構造改善センター
　��：��～��：�� 大宮コミュニティハウス
　��：��～��：�� 多田公民館

���������
　�：��～�：�� 北町コミュニティハウス
　��：��～��：�� 上町早川町公民館
　��：��～��：�� 黒尾公民館
　��：��～��：�� 久世公民館草加部分館
　��：��～��：�� 久世公民館
　��：��～��：�� 中島公民館
　��：��～��：�� 富尾公民館
　��：��～��：�� 真庭消防署

���������
　�：��～��：�� 井殿老人憩いの家
　��：��～��：�� 水田新町消防器庫
　��：��～��：�� 湯川生活改善センター
　��：��～��：�� 八幡町公会堂
　��：��～��：�� コスモスドーム
　��：��～��：�� ＪＡびほく上水田支店駐車場
　��：��～��：�� 上水田小松六地蔵

���������
　�：��～�：�� 呰部幼稚園横
　��：��～��：�� 呰部第二老人憩いの家
　��：��～��：�� 原茂バス停留所
　��：��～��：�� 阿口集荷所
　��：��～��：�� 草谷公会堂
　��：��～��：�� 樽見公会堂
　��：��～��：�� なかつい陣屋駐車場
　��：��～��：�� 藤田公会堂

���������
　�：��～�：�� 藤森神社
　�：��～��：�� 湯原健康増進センター
　��：��～��：�� 三野瀬集会所
　��：��～��：�� 種神社下トマト集荷場
　��：��～��：�� 見明戸コミュニティハウス
　��：��～��：�� 湯原公民館豊栄分館
　��：��～��：�� 都喜足公民館
　��：��～��：�� 湯原高齢者生涯学習の館（平和の塔横）
　��：��～��：�� 旧久見家畜市場
　��：��～��：�� 社コミュニティハウス
　��：��～��：�� 湯原支局

����������
　��：��～��：�� 上江川勝山鉄工所前
　��：��～��：�� 旧真庭保健所
　��：��～��：�� 勝山スポーツセンター
　��：��～��：�� 勝山支局
　��：��～��：�� 見尾公会堂
　��：��～��：�� 山久世コミュニティハウス
　��：��～��：�� 柴原公会堂
　��：��～��：�� 横部三協商建前

����������
　�：��～�：�� 真庭市立勝山図書館
　��：��～��：�� 寺河内橋
　��：��～��：�� 勝山公民館神代分館
　��：��～��：�� 荒田・後谷畝コミュニティハウス
　��：��～��：�� 勝山月田公民館
　��：��～��：�� 皇子東バス停前
　��：��～��：�� 家元集会所
　��：��～��：�� 勝山富原公民館
　��：��～��：�� 伊井商店前
　��：��～��：�� 後谷中集会所

����������
　�：��～�：�� 湯谷消防器庫
　��：��～��：�� 美甘支局
　��：��～��：�� 黒田コミュニティハウス
　��：��～��：�� 鉄山コミュニティハウス
　��：��～��：�� 平島コミュニティハウス
　��：��～��：�� 真庭消防署美新分署前

����������
　�：��～�：�� 高の巣集会所
　�：��～�：�� 北野集会所
　��：��～��：�� 旧上山分校
　��：��～��：�� 太田集会所
　��：��～��：�� 吉集会所
　��：��～��：�� 津田コミュニティハウス
　��：��～��：�� 野原コミュニティハウス
　��：��～��：�� 杉山公会堂
　��：��～��：�� 天津小学校
　��：��～��：�� 桧公会堂

����������
　�：��～�：�� 日野上分校
　��：��～��：�� 越谷公会堂
　��：��～��：�� 旧ＪＡまにわ下方事業所
　��：��～��：�� 西河内コミュニティハウス
　��：��～��：�� 大庭集会所
　��：��～��：�� 古見ふれあいの館
　��：��～��：�� 中田原公会堂

▲狂犬病予防注射済証の見本



��
 平成��年度

市職員の給与などについて、市民の皆さんにより一層のご理解をいただくため、現在の状況

について公表します。詳しくは、�月下旬に市ホームページに掲載します。

�その他の手当（平成��年�月�日現在）

内容等手当名
主に民間賃金の高い地域に勤務する職員に支給（支給率：岡山市 �％）地 域 手 当
扶養親族のある職員に支給
配偶者、子などの区分により扶養親族�人につき�����円～������円

扶 養 手 当

借家・借間に居住する職員に支給（���円～������円）住 居 手 当
通勤距離が片道��以上である職員に支給
交通機関等利用者は上限������円、
自動車等交通用具使用者は通勤距離区分により�����円～������円

通 勤 手 当

管理・監督の地位にある職員に支給（職務区分により、������円～������円）管 理 職 手 当
正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給（支給割合：���/���～���/���）時間外勤務手当
救急出場手当、斎場業務手当など�種類特殊勤務手当

��特別職の報酬などの状況（平成��������	


期末手当（平成��年度支給割合）給料月額など区分
����月分�������円市　長

給　　料
����月分�������円副市長
����月分�������円議　長

報　　酬 ����月分�������円副議長
����月分�������円議　員

給料月額×���／���×在職年数市　長退職手当
（算定方式） 給料月額×���／���×在職年数副市長

注） 特別職の退職手当の支給時期は、任期ごとです。

���������	
������

対前年
増減数

職員数
区分

平成��年平成��年
△�人���人���人議会・総務

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

�人��人��人税務
�人��人��人労働・農林・商工
△�人��人��人土木
�人���人���人民生・衛生
△�人���人���人計
�人���人���人教育部門
�人��人��人消防部門
�人���人���人小計
�人���人���人病院会

計
部
門　
　

公
営
企
業
な
ど

△�人��人��人水道
�人��人��人下水道
△�人��人��人その他
�人���人���人小計
�人���人���人合計

����職員の採用退職の状況����������������	
計退職採用区分
△�人��人��人一般行政職（保育士など含む）
�人�人�人※技能労務職
��人�人��人※医療職
�人�人�人消防職
�人��人��人計

※ 一般任期付職員�人を含む

����職員の分限
　および懲戒の状況

��������	�
���������

被処分者数区分
�人降任
�人休職
�人免職

���������

被処分者数区分
�人戒告
�人減給
�人停職
�人免職

�問  総務部総務課　職員グループ   ℡����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ����-��-����



��� Maniwa

���������	
��職員の給与の状況
���������	
����������

人件費率（���）人件費（�）実質収支歳出額（�）
住民基本台帳人口 
（Ｈ��年度末）

����%��億�� ���万円��億�����万�千円���億�����万円������人

注） 歳出額に対する人件費（市長などの特別職を含む。）の割合です。

���������	
������������

�人当たり給与費
（���）

給与費職員数
（�） 計（�）期末・勤勉手当職員手当給料

���万�千円��億�����万�千円�億�����万�千円�億�����万��億���万�千円���人

注）�  職員手当は扶養手当・通勤手当・時間外勤務手当・管理職手当などの諸手当で退職手当を含まない額です。
 　�  職員数は平成��年�月�日現在の人数です。

��ラスパイレス指数の状況
　　　　　　　　　    （各年�月�日現在）

全国市平均真庭市区分

��������平成��年

��������平成��年

��������平成��年

�����（����）�����（����）平成��年

注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を���と

した場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。平成

��年度から国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関

する法律に基づき、国家公務員の給料が減額措置されま

した（�年間）。（　 ）内は、国家公務員の時限的な措置が

ないとした場合の値です。平成��年は国の公表が遅れて

いるため、�月下旬にホームページに掲載します。

� 職員の平均年齢、平均給料月額の状況 （平成��年�月�日現在）

技能労務職一般行政職
区分

平均給料月額平均年齢平均給料月額平均年齢

�������円����歳�������円����歳真庭市

�������円����歳�������円����歳国

技能労務職一般行政職
区分

高校卒高校卒大学卒

�������円�������円�������円真庭市

�������円�������円�������円国

���������	
��	��������������������

技能労務職一般行政職
区分

高校卒高校卒大学卒

�������円�������円�������円��年以上～��年未満

�������円�������円�������円��年以上～��年未満

�������円�������円�������円��年以上～��年未満

���������	�
����������������

計�級�級�級�級�級�級�級区分

部長課長参事主幹主任・主査上級主事主事職　名

���人��人��人��人���人���人��人�人職員数

�����%���%���%����%����%����%���%���%構成比

���������

�期末手当・勤勉手当（平成��年度支給割合）

職務加算計勤勉手当期末手当区分

有����月分�� ���月分�� ���月分�月期

有����月分�� ���月分�� ���月分��月期

�退職手当（平成��年�月�日現在）

最高限度勤続��年勤続��年勤続��年区分

�����月分�����月分�����月分�����月分自己都合

�����月分�����月分������月分�������月分定年

注）�  真庭市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

 　�  職名は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

注）一般行政職とは、一般の事務・技術業務に携わる職員で、医療・教育・消防・労務・
企業・福祉職などを除く職員です。国の平均給料月額は、国家公務員の給与改定
及び臨時特例に関する法律により、減額措置された後の額です。

� 職員の初任給の状況 （平成��年�月�日現在）



　申し込み・問い合わせ先　勝山文化センター　℡����-��-����
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

M ani w a ��

の
い
な
い
人

※
年
少
扶
養
控
除
廃
止
な
ど
の
調

整
を
行
い
、
所
得
税
課
税
で
も
対

象
者
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
戸
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
中
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

　

真
庭
市
で
は
、
奨
学
金
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成　
��

年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
、
教
育
総
務

課
ま
た
は
振
興
局
・
各
支
局
総
務

振
興
課
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

保
護
者
が
市
内
に
居

住
（
住
民
登
録
）
し
て
お
り
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
高
校
生
、
専
門
学
校
生
、
短
大

生
、
大
学
生
、
大
学
院
生
な
ど

■
奨
学
金
額　

月
額
�
万
円
以
内

（
高
校
生
は
月
額
�
万
円
以
内
）

■
受
付
期
間　

�
月　

日
�
〜
�

��

月　

日
�

��
■
募
集
人
員　
　

人
程
度

��

■
減
免
制
度　

若
者
の
定
住
対
策

と
し
て
、
奨
学
生
が
学
校
卒
業
後

に
真
庭
市
に
居
住
し
、
諸
条
件
を

満
た
し
た
場
合
は
、
奨
学
金
の
一

部
返
還
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課　

広
岡

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

年
金
相
談（
無
料
）

毎
月
第
�
�
�
木
曜
日
に
開
催

　

岡
山
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
人
が
医
療
機
関
で
診
療
を

受
け
た
場
合
、
診
療
に
か
か
る
自

己
負
担
額
の
一
部
を
公
費
負
担
す

る
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
公

費
負
担
制
度
」を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

現
在
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
医
療
給

付
事
業
の
対
象
者
で
、
中
学
校
卒

業
後
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
に

該
当
す
る
人
に
は
市
民
課
か
ら
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
者　

前
年
所
得
税
非
課
税
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人

①　

歳
未
満
の
児
童
（
高
校
在
学

��
中
で
あ
れ
ば
卒
業
ま
で
）
を
有
す

る
配
偶
者
の
い
な
い
人
お
よ
び
そ

の
児
童 

②
父
母
の
い
な
い
児
童
お
よ
び
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成

 
４ 
月
か
ら

　
 消
費
税

消
費
税

　
 
８ 
％ 平

成�

年
度
真
庭
市
奨
学
生

��

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

�問   市民環境部税務課
　  ℡����-��-����

たたいて体
験 ！

誰でも簡単に音の出せる太鼓や打楽器誰でも簡単に音の出せる太鼓や打楽器
をリズムにあわせてたたく即興演奏で、をリズムにあわせてたたく即興演奏で、
その場で生まれる音を楽しみます。その場で生まれる音を楽しみます。

ドドララ ムサーク ル  ワークショップ

社会保障の安定財源の確保などを
図る税制の抜本的な改革を行うた
め、�月�日から消費税・地方消費
税の税率が引き上げられます。

�日時　�月��日�　午後�時��分受付・午後�時開始
�場所　勝山文化センター　
�参加費　一般�����円・高校生以下���円（要事前申し込み）
※未就学児は、無料ですが申し込みが必要です。
�案内役　岡山ドラムサークル ＦａｎｔａＲｈｙｔｈｍ ファシリテーター
　　　　　妹尾美穂・森本智美



　

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、

金
銭
貸
借
な
ど
の
問
題
で
お
困
り

の
人
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
、
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
な
お
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�　

午
後
�

時
〜
�
時

■
場
所　

高
梁
市
文
化
交
流
館

（
高
梁
市
原
田
北
町
�
�
�
�
‐
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

高
梁
調
停
協
会
事
務
局

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

年
度
か
ら
家
畜
伝
染
病

��

予
防
法
に
よ
り
、
法
律
で
指
定
さ

れ
た
家
畜
を
�
頭
（
�
羽
）
で
も

飼
っ
て
い
る
人
は
、
定
期
報
告
書

を
作
成
し
て
家
畜
保
健
衛
生
所
へ

提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
様
式
に
つ
い
て
は
、

岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
真
庭
家
畜
保
健
衛
生
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
動
物　

牛
、
水
牛
、
鹿
、

馬
、羊
、ヤ
ギ
、豚
、イ
ノ
シ
シ
、鶏
、

あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ

う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山

県
真
庭
家
畜
保
健
衛
生
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

山
田
方
谷
の
生
地
に
隣
接
し
た

中
津
井
に
は
、
先
祖
が
築
城
し
た

と
さ
れ
る
佐
井
田
城
や
、
方
谷
の

父
が
学
問
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た

と
い
う
豪
商
の
室
家
屋
敷
跡
、
方

谷
自
身
が
幾
度
も
訪
れ
た
と
い
う

陣
屋
跡
な
ど
、
多
く
ゆ
か
り
の
史

跡
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
地
域
の
豊

か
な
歴
史
を
歩
き
、
見
て
、
学
び
、

ゆ
っ
た
り
と
楽
し
み
ま
す
。
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

��

��

時
〜
午
後
�
時　

※
小
雨
決
行

■
集
合
場
所　

真
庭
市
立
中
津
井

小
学
校　

※
で
き
る
だ
け
乗
り
合

わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
、
電
話
、

メ
ー
ル
に
よ
る
事
前
申
込
と
な
り

ま
す
。

■
募
集
人
数　

�
�
�
人

■
準
備
物　

昼
食
、
雨
具

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

森

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��� Maniwa

無
料
調
停
相
談
会（
予
約
不
要
）

専
門
委
員
が
相
談
を
受
け
ま
す

定
期
報
告
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

山
田
方
谷
史
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン 
グ

参
加
者
募
集

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��������	

・��-���普通河川下和奥川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈲中和土木…���������円 
・��-���普通河川蛇谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…����������円 
・��-���普通河川犬畑川河川災害復旧工事
　（建設課）　植田建設㈲…���������円 
・��-���普通河川皿谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　山乗建設㈱…����������円
・��-���普通河川庄頭谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱柴田工務店…���������円 
・��-���普通河川ヤソウバ川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈲下平工務店…���������円 
・��-���普通河川皿谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　山乗建設㈱…���������円 
・��-���普通河川舟谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　山乗建設㈱…���������円 
・��-���普通河川深谷奥谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱ウエモト組…����������円
・��-���市道熊居峠線道路災害復旧工事
　（建設課）　㈲中和土木…���������円
・��-���市道深谷線道路災害復旧工事（建設課）
　㈱ウエモト組…����������円
・��-���市道深谷線道路災害復旧工事（建設課）
　㈱ウエモト組…����������円
・��-���市道深谷線道路災害復旧工事（建設課）
　㈱ウエモト組…����������円
・��-���市道深谷線道路災害復旧工事（建設課）
　㈱ウエモト組…����������円
・市道粟村線舗装新設工事（建設課）
　㈱富松組…���������円
・市道上畝・下畝線（仮称）路線測量業務（建設課）
　三栄建設コンサルタント㈱…���������円
・市道垂水鰻田線道路詳細設計業務（建設課）
　㈱大成測量真庭営業所…���������円
・旧勝山藩主三浦邸竹垣改修工事（勝山支局総務
　振興課）　㈲庭の池町…���������円

　※��ページに続く。

�月��日�・��日� 会場：なかつい陣屋周辺
問い合わせ先　なかつい陣屋／℡����-��-����

約��軒の民家の軒先に、雛人形をはじめ地元文化協会による俳句
や文芸作品などが飾られます。また、午後�時からは、江戸時代
末期の嫁入りを再現した「輿（こし）入れ道中」が行われます。

備中 中津井 �����������



�������

�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�杉江医院・落合
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�新庄村診療所（内）・新庄
　����-��-����
��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�本山医院（内）・落合
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�谷田医院（外）・蒜山
　����-��-����
��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�高田医院（外）・落合
　����-��-����
��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�松坂医院（内）・久世
　����-��-����

　
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�杉山医院（内）・久世
　����-��-����

�����

　

多
重
債
務
は
、
法
律
専
門
家
の

支
援
が
あ
れ
ば
解
決
で
き
る
問
題

で
す
。
弁
護
士
ま
た
は
司
法
書
士

が
、
多
重
債
務
問
題
の
解
決
の
支

援
と
し
て
面
談
方
式
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
秘
密

厳
守
で
す
の
で
、
一
人
で
悩
む
こ

と
な
く
、
勇
気
を
出
し
て
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

��

��

時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
�
�
�
）

※
予
約
不
要
。
当
日
、
会
場
で
先

着
順
に
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
県
民

生
活
部
く
ら
し
安
全
安
心
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

は
つ
ら
つ
久
世　

実
行
委
員
会

��

で
は
、
健
康
づ
く
り
活
動
の
一
環

と
し
て
、
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
を
実

施
し
ま
す
。
爽
や
か
な
春
風
を
感

じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

�
月
�
日
�　

午
前
�

時
か
ら
受
付

■
集
合
場
所　

久
世
大
橋
南
側
河
川
敷　
　

■
内
容　

�
・
� 
㌔ 
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
お
よ
び
コ
ー
ス
周
辺
の
美
化

活
動
（
ご
み
拾
い
）

■
準
備
品　

お
茶
、
レ
ジ
袋
、
軍

手
な
ど　

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
�
月
末
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日

参
加
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

石
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

「
ゾ
ー
ン　

」
と
は
、
歩
行
者
の

��

保
護
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
エ
リ

ア
内
の
最
高
制
限
速
度
を
「
時
速

　
 
㌔
」
と
す
る
交
通
規
制
で
、
道

��路
交
通
法
に
基
づ
き
、
岡
山
県
公

安
委
員
会
が
実
施
す
る
も
の
で

す
。
�
月
か
ら
真
庭
市
内
に
も「
ゾ

ー
ン　

」
が
�
カ
所
設
け
ら
れ
ま

��

し
た
。
区
域
は
、
看
板
や
路
面
に

標
示
し
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

■
最
高
制
限
速
度　

時
速　

㌔
��

■
規
制
区
域　

市
道
旭
町
河
元
線

（
久
世
大
橋
ふ
も
と
か
ら
本
庁
舎

前
の
商
店
街
通
り
お
よ
び
支
線
）

※
違
反
者
は
法
に
基
づ
い
て
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ゾ
ー
ン

入
口
付
近
に
設
置
さ
れ
る
規
制
標

識
に
注
意
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
な
走
行
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
歩
行
者
や
自
転
車
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
の
交
通
規
制
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
警
察
署
交
通
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
無
料
の

消
費
生
活
相
談
を
平
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
午
前
�

時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
�
時
か

ら
�
時　

分
ま
で
で
す
。
ま
た
、

��

通
常
の
相
談
の
ほ
か
に
、
地
区
を

決
め
た
巡
回
相
談
日
を
月
�
回
設

け
て
い
ま
す
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
、
多
重
債

務
で
お
困
り
の
こ
と
な
ど
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
地
区
巡
回
相
談
日
】

■
対
象　

美
甘
地
区

■
相
談
日　

�
月　

日
�　

午
前

��

　

時
〜
正
午

��■
場
所　

美
甘
支
局

■
電
話
相
談　

美
甘
支
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��������	

�日　ひな祭り
�日　啓蟄
 ��日　春分の日

M ani w a ��

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

 
一 
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
を

さ
く 
ら 
ウ
ォ
ー
ク

春
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

交
通
規
制
区
域�
ゾ
ー
ン�

�
��

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

映画上映映画上映会会
入場無料・申込不要

����
（木）

◇  � からの風（飲酒運転撲滅映画）
◇場所  エスパスホール
◇時間  ��：��～（開場��：��）
◇主催　真庭市愛育委員会久世支部
◇問い合わせ先　健康推進課
　℡ ����-��-����



��� Maniwa

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
粘
土
を
使
っ

て
か
わ
い
い
小
物
入
れ
を
作
り
ま

す
。
参
加
す
る
人
は
、
タ
オ
ル
�

枚
と
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�
午
後
�
時

��

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま

に
わ

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
定
員　
　

人
��

■
申
込
期
限　

�
月
�
日
�

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

家
庭
内
で
の
暴
力
に
悩
ん
で
い

る
、
夫
婦
間
や
親
子
間
が
う
ま
く

い
か
な
い
な
ど
、
家
庭
全
般
の
悩

み
ご
と
や
女
性
の
皆
さ
ん
が
抱
え

て
い
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考

え
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
む
こ
と
な

く
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
開
催
し
な
い
日
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日　

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

日
本
国
憲
法
第　

条
に
お
い

��

て
、
す
べ
て
の
国
民
は
身
分
や
家

柄
な
ど
で
差
別
さ
れ
な
い
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
法
に
よ
っ
て
平
等

で
あ
る
こ
と
を
保
障
し
て
い
ま

す
。
一
人
一
人
が
身
近
な
こ
と
か

ら
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、
す
べ

て
の
人
々
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

築
き
ま
し
ょ
う
。 

①
人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る
「
身

元
調
査
」な
ど
は
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

②「
え
せ
同
和
行
為
」を
排
除
し
ま

し
ょ
う
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書

き
込
み
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

實
原

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
の
会
で

は
、
皆
さ
ん
か
ら
集
め
た
不
用
品

を
多
く
の
人
に
提
供
す
る
た
め
、

リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
使
え
る

も
の
や
、
掘
り
出
し
物
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、

食
品
や
地
元
野
菜
、
環
境
に
や
さ

し
い
手
作
り
石
け
ん
な
ど
の
販
売

も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
午
前
�
時

��

　

分
〜
午
後
�
時

��■
場
所　

道
の
駅
醍
醐
の
里

第
�
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課　

藤
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

今
石
寛
昭
さ
ん（
北
海
道
札
幌

市
）、松
本
ひ
と
み
さ
ん（
兵
庫
県

西
宮
市
）よ
り
、ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

総
合
政
策
課

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	


・寺畑山中継局管理道修繕工事（危機管理課）

　㈱岡田組…���������円

・市道旭町河元線側溝修繕工事（建設課）

　㈲金子建設…���������円

・落合体育館改修工事（総務課）

　㈲真庭消防設備…����������円

・市営江川住宅下水道接続工事（都市住宅課）

　㈲松尾水道…���������円

・市営高瀬住宅内道路新設工事（都市住宅課）

　㈱岡田組…���������円

・林道川上�号線（�号箇所）災害復旧工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈱蒜山興業…���������円

・林道川上�号線（�号箇所）災害復旧工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈱蒜山興業…����������円

・林道川上�号線（�号箇所）災害復旧工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈱蒜山興業…���������円

���������	


・市道中央団地線道路植栽修繕工事（建設課）

　㈱八光…���������円 

・市道中村草野線橋梁改良工事（首尾�号橋）

　（建設課）　㈲古瀬工務店…���������円 

・市道山田笹原線用地測量業務（建設課）

　三栄建設コンサルタント㈱…���������円 

��������	�


・��-���普通河川ウチワ谷川河川災害復旧工事

　（建設課）　㈲下平工務店…���������円

・��-���普通河川苗代川河川災害復旧工事

　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円

・��-���市道大蛇線道路災害復旧工事（建設課）

　山乗建設㈱…���������円

・吉地区防火水槽修繕工事

　（落合支局総務振興課）

　㈱金平工務店…���������円

・普通河川谷田川河川災害復旧工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈱蒜山興業…���������円

・普通河川湯船谷川河川災害復旧工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　山乗建設㈱…���������円

・市道杉成線路肩修繕工事

　（湯原支局総務振興課）

　植田建設㈲…���������円

今月の掲載は、�/�、��、��、��日の入札実施分。

ふ
る
さ
と
納
税

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

毎
週
火
・
木
曜
日
が
相
談
日

女
性
相
談
・
家
庭
相
談

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
手
芸
教
室

小
物
入
れ
を
作
り
ま
し
ょ
う

リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
マ
ー
ケ
ッ
ト

物
を
大
切
に
利
用

人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
向
け
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う



Maniwa ��

��
先
生
�

赤
木
和
子
さ
ん（
余
野
下
）

　

今
か
ら　

年
前
、
昭
和　

年
に

��

��

香
々
美
尋
常
小
学
校
で
の
入
学
式

は
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
長

先
生
は
、
紋
付
袴
姿
に
白
手
袋
を

手
に
は
め
て
桐
の
箱
に
納
め
ら
れ

た
教
育
勅
語
を
取
り
出
し
て
読
ま

れ
ま
し
た
。続
い
て
先
生
を
紹
介
。

�
年
生
の
担
任
は
西
保
子
先
生
で

し
た
。
髪
を
固
く
結
い
袴
姿
の
先

生
に
初
め
て
国
語
を
習
い
ま
し

た
。「
サ
イ
タ　

サ
イ
タ　

サ
ク
ラ

　

ガ　

サ
イ
タ
」。今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。
大
東
亜
戦
争
が
厳

し
く
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
勉
強
は

な
く
な
り
、
増
産
の
手
伝
い
や
勤

労
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
�

年
生
の
�
月
に
終
戦
と
な
り
不
安

を
感
じ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

高
校
卒
業
ま
で
何
人
の
先
生
に
教

わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

私
が
小
学
校
へ
入
学
し
た
の

は
、
昭
和　

年
の
�
月
で
し
た
。

��

学
校
の
呼
び
方
は
国
民
学
校
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
�
月　

日
に
終
戦

��

と
な
り
、
本
は
今
現
在
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
よ
り
ま
だ
ま
だ
悪
い
紙
へ
印

刷
し
た
の
が
本
で
し
た
。
で
も
、

教
え
て
い
た
だ
い
た
先
生
の
顔
や

心
に
残
る
お
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
今
で
も
な
お
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
で
も

そ
の
先
生
方
も
ほ
と
ん
ど
の
先
生

が
亡
く
な
ら
れ
て
残
念
で
す
。
今

の
時
代
と
私
た
ち
が
大
き
く
な
っ

た
時
代
と
で
は
あ
ま
り
に
も
何
も

か
も
違
い
す
ぎ
て
、
た
だ
た
だ
驚

き
の
一
言
に
つ
き
ま
せ
ん
。
戦
後

は
、
物
の
不
自
由
な
時
代
で
し
た

が
先
生
方
や
友
だ
ち
の
温
か
い
心

の
ぬ
く
も
り
は
、
今
も
は
っ
き
り

覚
え
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
喜
寿

で
同
窓
会
を
し
、
元
気
な
先
生
方

だ
け
で
も
お
呼
び
し
て
同
窓
生
一

同
で
積
も
る
話
が
で
き
た
ら
い
い

な
ぁ
！
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
月
の
テ
ー
マ

���
先
生
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��決まり事�です 。
我が家や友だち同士だけ
の決まり事や少し変わっ
たルール、会社ならでは
の決め事や思い出など決
まり事について���字程
度でお寄せください。

川柳の兼題は
��足音�です。
お便りは同封したはがき
をご利用ください。
川柳の締め切りは�月��
日�です。

�月号では、

��がん ばってま す��
についてお便りを募
集しています。
（ �月��日締め切り）

�月号 読者の広場

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

年
を
重
ね
る
ご
と
に
体
力
も
衰

え
て
何
事
も
お
っ
く
う
に
な
っ
て
、

こ
の
頃
は
年
賀
状
を
書
く
の
が
大

儀
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
嫁
に
後
押
し
さ
れ
て
数
枚
を
出

し
ま
し
た
。
こ
こ
�
、
�
年
途
絶

え
て
い
た
友
人
に
差
し
上
げ
た
と

こ
ろ
、
あ
る
日
病
院
に
行
っ
た
ら

友
人
の
お
嫁
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
私

の
所
に
来
ら
れ
て
、「
う
ち
の
お
ば

あ
さ
ん
は
、
こ
の
頃
記
憶
力
が
衰

え
て
、
孫
の
顔
も
忘
れ
た
よ
う
に

な
っ
た
の
に
、
貴
女
の
賀
状
を
見

て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
喜
ん
だ
ん
で

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
、
私
も
大
変
嬉
し
く
な

っ
て
自
分
が
頑
張
れ
ば
、
人
も
幸

多くの児童が学んだ教室

小学�年生で使用する教科書

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
���通の中から
チ ョ イス

▼

 PN ちい

▼

 PN ３DS

��
昔
を
偲
ぶ
�

門
野
順
子
さ
ん（
月
田
）

��
年
賀
状
�

　
 
待
子
さ
ん（
五
反
）

PN
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★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

で
、
捨
て
ら
れ
る
杉
の
葉
を
上
手

に
地
域
づ
く
り
や
特
産
品
づ
く
り

に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
軒
先
に
杉
玉

の
吊
る
さ
れ
た
月
田
の
町
並
み
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

せ
に
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
後

押
し
し
て
く
れ
た
嫁
に
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

�
月　

日
に
月
田
公
民
館
で
、

��

杉
玉
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。『
杉
玉
』
は
、
新
酒
が
で

き
た
目
印
に
酒
屋
の
軒
下
に
吊
さ

れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

家
内
は
丸
く
、
ま
あ
〜
る
い
心
で

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
と
、
月

田
ら
し
く
お
客
様
を
迎
え
た
い
と

　

人
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
月
田

��は
林
業
や
製
材
業
で
栄
え
た
町

�月生まれ募集中 ！

▼

 PN 光原幸葉

みんなで杉玉づくりにチャレンジ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
そ

ば
や
鴨
の
お
雑
煮
を
お
い
し
く
ご

馳
走
に
な
り
満
足
し
き
っ
て
帰
途

に
着
き
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
ひ

る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り
に
今
年

も
行
き
ま
し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い

の
す
ご
い
人
出
に
び
っ
く
り
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ひ
る
ぜ
ん
雪
恋

ま
つ
り
大
成
功
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
大
き
な
か
ま
く
ら
�

基
と
千
個
も
の
か
わ
い
い
か
ま
く

ら
の
�
つ
�
つ
に
も
明
か
り
が
点

さ
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
お
見
事
で

し
た
。
木
に
も
雪
で
作
っ
た
灯
籠

が
取
り
付
け
ら
れ
、
淡
い
光
を
放

っ
て
い
ま
し
た
。
実
に
幻
想
的
で

美
し
い
光
景
に
す
っ
か
り
感
動
し

明かりが揺れ幻想的なかまくら

 太  田   健 斗    くん
おお た けん と

Ｈ������� 生まれ（多田）
◯応  陽介さん（父）

  尾  奏衣 ちゃん
お

Ｈ������ 生まれ（中島）
◯応  高行さん（父）

 山  本    奨 くん
やま もと

Ｈ������ 生まれ（下呰部）
◯応  真人さん（父）

 海  見   亜 希    ちゃん
かい み あ き

Ｈ������� 生まれ（台金屋）
◯応  彩さん（母）

 池  田   真 依    ちゃん
いけ だ ま い

Ｈ������ 生まれ（蒜山富掛田）
◯応  美穂さん（母）

 松  �   咲 希    ちゃん
まつ ざき さ き

Ｈ������� 生まれ（赤野）
◯応  祐希さん（父）

 太  田   純 礼    ちゃん
おお た すみ れ

Ｈ������ 生まれ（湯原温泉）
◯応  守・美由紀さん（両親）

 藤  本   菜  々  香    ちゃん
ふじ もと な な か

Ｈ������� 生まれ（江川）
◯応  美代子さん（祖母）

 福  島   倖 輝    くん
ふく しま こう き

Ｈ������� 生まれ（古見）
◯応  奈津子さん（母）

しょう

かなでまつ

��
ま
あ
〜
る
い
お
も
て
な
し
�

角
田
清
子
さ
ん（
月
田
）

��
感
動
を
あ
り
が
と
う
�

　
 
蒜
山
Ａ
・
Ｈ
さ
ん

PN



Maniwa ��

��������	
　   〒���-����　真庭市鍋屋��-�
　  エスパスセンター�階
　  ＴＥＬ ����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����
　  開館時間　�：��～��：��　
　  休館日　毎週水曜日

今月のおすすめの本災
害
時
、僕
も
役
に
立
て
た
ら

槙
本
拓
也
く
ん（
蒜
山
上
福
田
）

　

ア
ル
フ
ァ
米
に
レ
ト
ル
ト
の
カ

レ
ー
を
か
け
て
…
。
災
害
時
の
食

事
は
思
っ
て
い
た
よ
り
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
竹
筒
を
吹
い
て
火
起

こ
し
も
体
験
し
て
み
た
し
、「
も
し

も
の
と
き
」
の
心
の
準
備
は
出
来

た
か
な
。
万
が
一
だ
け
ど
、
災
害

が
起
こ
っ
て
み
ん
な
の
ご
は
ん
を

作
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
今
日
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
僕
も
少
し

で
も
い
い
か
ら
役
に
立
ち
た
い
な

っ
て
思
い
ま
し
た
。

と
て
も
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た

佐
山
智
美
さ
ん（
湯
原
温
泉
）

　

関
西
か
ら
昨
年
の
�
月
に
真
庭

に
戻
っ
た
の
で
す
が
、
特
別
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
友
だ
ち
か
ら
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
一
揆
の

映
画
ス
タ
ッ
フ
の
食
事
作
り
を
お

手
伝
い
し
ま
し
た
。
撮
影
ス
タ
ッ

フ
や
役
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
と
い

う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
実
は
、
夕
食
後
の
時
間

に
は
、
役
者
さ
ん
に
方
言
の
レ
ク

チ
ャ
ー
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん

で
す
よ
。
ど
ん
な
映
画
に
な
っ
て

い
る
の
か
公
開
が
楽
し
み
で
す
。

よ
り
使
い
や
す
く
便
利
に

仲
島
朱
音
さ
ん（
美
甘
）

　

市
役
所
前
バ
ス
待
合
所
の
落
成

式
に
参
加
し
、
利
用
者
を
代
表
し

なぞかけは、江戸時代の落語
家さんがお客さんを盛り上げ
るため、お題をもらっていた
のが始まり。日本語は、「くも」
という言葉でもたくさんの意
味があります。なぞかけは、
日本語だからこそできる言葉
遊びです。さぁ、なぞかけ博士
ねづっちに挑戦しましょう！

「世界の夢の図書館」
エクスナレッジ

「寅さんのことば」
佐藤利明／著　東京新聞

日本中に愛された寅さんの名
調子がじっくり味わえます。
人生うまくいかないときの方
が多いですが、読むと心の中
で寅さんが話しかけてくれ
て、ちっぽけな悩みのように
思えてくるので不思議です。
特別編にはタコ社長やおいち
ゃんのことばもあります。

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
大
勢
の
前
だ
っ
た
の

で
、
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。
私
は

通
学
に
「
ま
に
わ
く
ん
�
」
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
前
で
乗

り
換
え
を
す
る
の
で
す
が
、
乗
る

便
に
よ
っ
て
は
、
待
ち
時
間
が
長

い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
は

寒
く
て
、
困
っ
て
い
ま
し
た
。
壁

の
あ
る
待
合
所
が
で
き
て
、「
こ
れ

か
ら
は
安
心
だ
ね
」
っ
て
ご
高
齢

の
方
が
言
わ
れ
て
た
の
も
耳
に
し

ま
し
た
。
い
つ
も
乗
ら
せ
て
も
ら

う
市
民
と
し
て
、
よ
り
使
い
や
す

く
な
り
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

「たんけんライ ト �～��巻」
クロード・デラフォッス／作　岳陽舎

「なぞかけ食堂」
ねづっち／著　理論社

本に付いている「たんけんラ
イト」を取り出して、プラスチ
ックのページと黒いページの
間にはさんで、ライトを動か
してください。明りに照らさ
れて隠れているものが見つ
けられますよ！�冊ずつテ
ーマが違うので、本当に探
検している気分になります。

▼

 PN あおい

▼

 PN クローバー

▼

 もりたひろと

息をのむほど美しい、世界最
高峰の図書館��館を紹介。何
千年も前から、人間の知識と
経験は文字によって記録され、
図書館に保管されて後世に受
け継がれています。今も実際
に利用されている現役の図書
館をオールカラーで。本当に
美しいです！
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川 柳   「私」
私
に
も
意
地
が
あ
り
ま
す
黙
秘
権　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

い
い
日
和
私
を
誘
う
万
歩
計　
　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

散
歩
す
る
八
十
路
の
私
梅
誘
う　
　
　
　

す
み
れ　
　
　

古
見

妥
協
し
て
淋
し
い
私
貝
に
な
る　
　
　
　

神
谷
水
せ
ん　

久
世

何
よ
り
も
わ
た
し
元
気
が
宝
物　
　
　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

母
さ
ん
の
笑
顔
が
私
の
宝
で
す　
　
　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

不
器
用
で
世
渡
り
下
手
な
私
で
す　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

私
で
も
も
て
た
昔
し
が
あ
り
ま
し
た　
　

植
田
万
里
子　

月
田

宝
く
じ
私
馬
鹿
ヨ
ネ
又
も
買
う　
　
　
　

三
船
憲
介　
　

豊
栄

雪
国
の
空
と
大
地
に
立
つ
私　
　
　
　
　

佐
井
熊
弘
子　

美
甘

ほ
こ
先
が
私
の
方
に
向
く
会
議　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

弱
音
吐
く
私
励
ま
す
空
の
蒼　
　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

福
笑
い
お
ど
け
た
顔
に
似
た
私　
　
　
　

赤
木
和
子　
　

余
野
下

芸
の
な
い
私
笑
顔
を
持
っ
て
行
く　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

年
女
私
は
達
者
七
回
目　
　
　
　
　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

私
生
活
を
覗
く
生
甲
斐
村
姑　
　
　
　
　

ゑ
み
こ　
　
　

目
木

喜
怒
哀
楽
あ
ま
た
私
の
有
為
の
道　
　
　

上
島
敬
一　
　

蒜
山
上
長
田

選：勝山川柳会　原  健裕さん

��������	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
��

�
�

今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

肉じゃが

新生活を始める皆さんに作れるよう
になって欲しい一品。麺つゆを使用す
ると味付けが簡単です。

今月のレシピ
提供は

山下恵子さん
（久世支部）

 材料 （２人分）

・じゃがいも　�個
・和牛もも薄切り肉　��ｇ
・玉ねぎ　小�/�個
・さやえんどう　�本
・にんじん　�/�本　・しらたき　�/�個
・サラダ油　小さじ�
　　  水　�カップ
　　  麺つゆ（�倍希釈）　大さじ�
　　  砂糖　小さじ�

 作り方

①牛肉は広げて��幅に切る。じゃがい
もは皮をむいて�つ割りにする。
②玉ねぎは半分に切り、くし形切り。さやえ
んどうはへたと筋を取って�等分する。
③にんじんは皮をむいていちょう切り。
しらたきは食べやすい長さに切って熱
湯にくぐらす。
④鍋に油を入れて熱し、①～③を入れて
炒める。
⑤ ◯A を加えて中火～弱火で��分ほど煮る。
じゃがいもに串を刺してすっと通った
ら火から下ろす。

��������
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 ��ｇ  
　脂質 � . �ｇ  カルシウム ��ｍｇ
　食塩相当量 � � �ｇ

�
�
�
�

◯A
 

満員の観客を魅了した演奏（������）
プロのオーケストラが、手ごろな料金で聴けるとあって、新日本フィ
ルの特別演奏会は満員。演奏者の中には、久世出身のチェロ奏者・山
崎泉さん（写真中央）の姿も。近場で「本物」を体感できて感激しました。

▼

 もりたみきえ
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健康のススメ�

　

健
康
寿
命
と
は
、�
日
常
生
活
に

制
限
の
な
い
期
間
�
と
い
う
も
の

で
、�
平
均
寿
命
�と
は
違
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

の
差
が
�
日
常
生
活
に
制
限
の
あ

る
不
健
康
な
期
間
�と
な
り
ま
す
。

岡
山
県
は
、
平
成　

年
の
男
性
の

��

平
均
寿
命
は　

・
�
歳
と
全
国
で

��

第　

位
、女
性
は　

・
�
歳
で
第
�

��

��

位
と
長
寿
上
位
グ
ル
ー
プ
に
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
健
康
寿
命
は
全

国
で
男
女
総
合
し
て
第　

位
と
あ

��

ま
り
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
長
生

き
し
て
も
、
最
後
の
ほ
う
は
重
い

病
気
を
抱
え
た
少
し
辛
い
人
生
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
は
、

�
不
健
康
な
期
間
�を
短
く
す
る
こ

と
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
生

活
習
慣
病
予
防
を
日
頃
か
ら
行
う

こ
と
は
重
要
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
現
在
の
と
こ
ろ
、
健
康
寿
命
を

伸
ば
す
た
め
の
具
体
的
な
要
因
や

対
策
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
岡
山
県
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

お話：まつうら医院  院長  松浦秀和 さん ��������������	�
���

結
果
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
別
の
角
度
か
ら
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
誰
で
も
元
気
で

あ
ま
り
他
人
の
手
を
か
け
ず
に
長

生
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。で
は
、

他
人
の
世
話
が
必
要
な
状
態
（
要

介
護
）
に
な
る
原
因
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
①
筋
・
骨
格

系
疾
患
、
②
認
知
症
、
③
脳
卒
中

の
順
で
す
。

　

加
齢
と
共
に
足
腰
は
弱
く
な
り

ま
す
が
、
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三

浦
雄
一
郎
さ
ん
ほ
ど
で
な
い
に
し

て
も
歩
け
ば
少
し
で
も
良
く
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
散
歩
・
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、
歩
く
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分

の
骨
密
度
を
知
り
骨
粗
鬆
症
を
予

防
し
、
転
倒
・
骨
折
の
発
生
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
骨
折
（
特
に
大
腿

骨
頸
部
骨
折
）
は
脳
卒
中
・
肺
炎

と
と
も
に
�
寝
た
き
り
�
に
な
る

三
大
原
因
で
す
。

　

脳
卒
中
の
予
防
で
最
も
大
切
な

の
は
、
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

す
。
正
常
血
圧
に
比
べ
脳
卒
中
の

発
生
率
は
軽
度
高
血
圧
で
�
倍
、

重
度
高
血
圧
で
�
倍
高
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
高
血
圧
の

予
防
は
な
ん
と
言
っ
て
も
〝
減

塩
�
で
す
。
食
塩
の
�
日
摂
取
目

標
量
は
男
性
�
・
�
㌘ 
未
満
、
女
性

�
・
�
㌘ 
未
満
で
す
が
、
現
在
の
日

本
人
の
平
均
摂
取
量
は　

・
� 
㌘

��

で
す
（
岡
山
県
民
は
男
性　

・
�

��

㌘
、女
性
�
・
�
㌘
）。
ち
な
み
に
、

昭
和　

年
代
は　

〜　

㌘
、
昭
和

��

��

��

　

年
代
は　

・
� 
㌘ 
だ
っ
た
そ
う

��

��

で
す
。
以
前
は
調
べ
て
い
た
各
家

庭
の
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
を
、
改

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

健康寿命について

め
て
調
べ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。わ
が
家
の
味
の
塩
分
を
知
っ
て

お
く
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
予
防
に
関
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
か
は
現

在
の
と
こ
ろ
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
色
ん
な
こ
と
が
言
わ
れ
た

り
、
書
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が

客
観
的
、
か
つ
医
学
的
・
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
は
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
将
来
i
Ｐ
Ｓ
細
胞

な
ど
を
使
っ
た
研
究
に
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

　

事
故
や
負
傷
と
違
っ
て
、
生
活

習
慣
病
は
突
然
発
症
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
に
長

い
期
間
を
か
け
て
準
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
の
手
を
煩
わ
せ
ず
長
生

き
す
る
に
は
�
今
か
ら
�
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

生
活
習
慣
見
直
そ
う

適
度
な
運
動
が
必
要

平均寿命と健康寿命�
平均寿命�
健康寿命�

▼男性�

全　国�

岡山県�

出典：平成22年完全生命表、健康寿命�
における将来予測と生活習慣病対策の�
費用対効果に関する研究�

79.55歳�

70.42歳�

79.77歳（15位）�

69.66歳（41位）�

▼女性�

全　国�

岡山県�

86.30歳�

73.62歳�

86.93歳（8位）�

73.48歳（29位）�

←→9.13年�

←→10.11年�

←→12.68年�

←→13.45年�



生
活
関
連
用
品
を�

受
け
入
れ
再
利
用�

守
城
俊
道
さ
ん（
鹿
田
）�

藤
木
賀
巳
子
さ
ん（
多
田
）�

　開館日�
月～金曜日、第1・３日曜日�
（祝祭日、年末年始を除く）�
　　　午前9時～午後4時�
　TEL 0867-42-1161

　開館日　1月4日～12月28日�
　　　　　午前10時～午後5時�
　TEL 0867-52-5510（日曜日のみ）�
※平日は無人。有料品は道の駅醍醐�
の里で購入可。�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

持ち込まれた品は、汚れを落�
としてきれいにし、修理をし�
てから展示しています。�

日曜日は会員が常駐します。�
お気軽にお立ち寄りください。�

リサイクルプラザまにわ�
(クリーンセンターまにわ内)

リユースプラザ 醍醐の里�
(道の駅醍醐の里内)
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�
月
は
、
入
学
・
卒
業
・
就
職
や
転
勤
な
ど
生
活
の
変
化
に
備
え
、
買
い
物
が
増
え
る
時

期
で
す
。
ま
た
、
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
り
、
ち
ょ
っ
と
掃
除
で
も
と
い
う
気
分
に
も
な
り
ま

す
ね
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ
、「
�
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）」
を
取
り
入
れ
て
ム
ダ
を
省
い
た
生

活
に
切
り
替
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
１
つ
目 
の「
Ｒ
」

　

「
衝
動
買
い
」「
つ
い
で
買
い
」に
注
意
！

こ
の
時
期
は
「
セ
ー
ル
」
の
文
字
に
引
か

れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
事
前
に
買
い
物
メ

モ
を
用
意
す
る
・
持
っ
て
い
る
服
（
も
の
）

を
携
帯
で
撮
影
し
て
お
く
な
ど
し
て
、
本

当
に
必
要
な
も
の
を
買
い
ま
し
ょ
う
。
家

電
な
ど
は
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
考
え
、

長
く
使
え
る
も
の
や
省
エ
ネ
製
品
を
選
ぶ

3R（スリーアール）�
NO.5

エコ�

ラク�ラク�こ
と
で
長
い
目
で
見
れ
ば
「
エ
コ
」
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
お
買
い
物
の
際
に
は
マ

イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

●
２
つ
目 
の「
Ｒ
」

　

リ
メ
イ
ク
や
修
理
し
、
大
事
に
使
う
こ

と
や
、
家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
譲
り
合
う

こ
と
も
リ
ユ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
市
内
に

も
施
設
が
あ
る
の
は
ご
存
知
で
す
か
？

　

市
民
同
士
の
リ
ユ
ー
ス
を
取
り
持
つ
活

動
を
行
っ
て
い
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

ま
に
わ
」
と
「
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
醍
醐
の

里
」
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ま
だ
使
え
る
「
資

源
」
を
大
事
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
３
つ
目 
の「
Ｒ
」

　

「
資
源
ご
み
」と
し
て
分
別
し
て
指
定
さ

れ
た
日
や
特
定
の
場
所
に
出
す
こ
と
は
私

た
ち
一
人
一
人
が
日
常
で
行
っ
て
い
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
」。
さ
ら
に
、
地
域
で
活
動

し
て
い
る
資
源
回
収
団
体
の
活
動
に
協
力

す
る
の
も
有
効
な
手
段
で
す
。

市
民
環
境
部
環
境
課

藤
本
美
香
上
級
主
事

▲�Ｒキャンペーンマーク

����������
（リ デュース）

減らす!

���������
（リ ユース）

譲り合って再利用

�������������
（リ サイクル）

分別守って
再生利用　

�Ｒや施設などについて、詳しくは環境課 ℡����-��-���� まで
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ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り
が
�
月
�
日
と

�
日
の
�
日
間
、
蒜
山
高
原
白
樺
の
丘
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
秋
田
県
横
手

市
の
職
人
直
伝
の
高
さ
約
�
・
� 
㍍ 
巨
大
か

ま
く
ら
�
基
や
そ
り
遊
び
、ミ
ニ
か
ま
く

ら
作
り
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、訪
れ
た
家
族
ら
は
思
い
思
い

に
遊
ん
だ
り
、写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
雪

を
楽
し
み
ま
し
た
。夕
方
か
ら
ミ
ニ
か
ま

く
ら
千
個
が
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
で
幻
想

的
に
浮
か
び
上
が
り
、昼
間
と
は
違
っ
た

雰
囲
気
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

バケツに入れた雪を固めてミニかまくらづくりを体験

ひ
る
ぜ
ん
で
雪
を
楽
し
む

ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り真庭産野菜が主役のサラダやパスタを皿にとるクラブ員

　

真
庭
産
食
材
を
囲
ん
で
こ
れ
か
ら
の
農

業
を
語
る
実
食
会
が
�
月
�
日
、
久
世
の

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
風
曜
日
で
開
か
れ
ま
し

た
。
真
庭
新
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
の
主
催
で
、
ク
ラ
ブ
員
が
育
て
た
野

菜
中
心
の
イ
タ
リ
ア
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ

い
真
庭
の
未
来
を
考
え
よ
う
と
い
う
企

画
。
こ
の
日
は
太
田
市
長
に
政
策
提
言
を

す
る
会
も
開
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
語
り

尽
く
せ
な
か
っ
た
地
域
へ
の
思
い
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
に
披
露
。
活
気
と
ア
イ
デ
ア
あ

ふ
れ
る
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

真
庭
を「
農
」で
育
て
よ
う

真
庭
産
食
材
実
食
会

市内や県内各地でロケ市内や県内各地でロケ
　山中一揆撮影始まる山中一揆撮影始まる

　

山
中
一
揆
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
時
代
劇
映
画
「
新

し
き
民
（
山
崎
樹
一
郎
監
督
）」
の
撮
影
が
�
月
�
日

か
ら
始
ま
り
、
�
日
に
は
撮
影
の
様
子
が
報
道
陣
に

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
�
カ
月
か
け
て
湯

原
地
内
に
製
作
さ
れ
た
ロ
ケ
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
撮

影
。
そ
の
後
も
井
原
市
や
備
前
市
な
ど
県
内
各
地
で

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
直

前
の
�
月　

日
に
は
、「
一
揆
の
映
画
」
特
別
ト
ー
ク

��

が
勝
山
木
材
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
わ
れ
、
約　

人
が

��

参
加
し
ま
し
た
。
映
画
は
今
夏
完
成
の
予
定
。

写真上：撮影前に出演者
の衣装、道具の確認など
細部までチェック
写真左：映画クランクイ
ン直前に行われたトーク
で、山中一揆について語
る山崎監督
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

�
月　

日
、
貸
切
列
車
で
真
庭
の
地
酒

��

を
味
わ
う「
真
庭
の
地
酒
で
乾
杯
！
列
車
」

が
運
行
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約　

人
が
参

��

加
し
ま
し
た
。
列
車
は
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
の
津

山
駅
を
発
着
と
し
て
中
国
勝
山
駅
ま
で
を

往
復
。
参
加
者
は
、新
酒
を
味
わ
っ
た
り
、

酒
蔵
の
味
を
比
較
を
す
る
な
ど
し
、
お
酒

を
堪
能
し
ま
し
た
。
道
中
で
は
、
蔵
人
と

ワ
イ
ン
ソ
ム
リ
エ
が
お
酌
を
し
た
り
、
お

酒
の
特
徴
な
ど
を
説
明
。
中
国
勝
山
駅
到

着
後
は
、
酒
蔵
の
見
学
や
町
並
み
保
存
地

区
の
散
策
を
行
い
ま
し
た
。

地酒を参加者に注ぎながら特徴を説明する蔵人

琴国関のこれまでの戦績などをスクリーンで紹介

　

�
月
�
日
、
今
年
の
初
場
所
を
最
後
に

引
退
し
た
元
十
両
の
琴
国
関
（
本
名
作
田

幸
寛
）
が
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
引
退

報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
後
援
者
か
ら
の

質
問
に
、
十
両
昇
進
が
一
番
嬉
し
か
っ
た

こ
と
や
最
後
の
取
り
組
み
に
無
心
で
臨
ん

だ
こ
と
な
ど
を
語
り
、
地
元
の
応
援
が
力

に
な 
っ 
た
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

【
琴
国
関
の
戦
歴
・
受
賞
歴
】

▼
最
高
位　

西
十
両
�
枚
目　

▼
生
涯
戦

歴　

�
�
�
勝
�
�
�
敗
�
休
（
�
�
�

場
所
）
▼
優
勝　

幕
下
優
勝　

�
回

琴
国
関
地
元
で
引
退
報
告

元
十
両
琴
国
関
引
退
報
告
会

　　伝統を継承し、にぎやかに市を開く

 ���年以上の歴史を持つ北

房ぶり市が、呰部商店街周

辺で開催されました。市の

許可状が交付された後、目

の前でさばかれたブリやカ

ニなどが威勢よく売り買い

され、約�万人の買い物客

らでにぎわいました。

�/�

　　 道具と知識、備えてますか？

災害時の食事を体験する勉

強会が市民活動支援プラザ

で開かれました。もしもの

ときに必要な道具と使い方

を学び外でそれを実践。ブ

ロック組みのかまどで火を

起こし、アルファ米を試食

するなどしました。

�/�

　　 日 の々楽しみを持ち百寿迎える

下呰部の�杉善惠さんが、

�月�日に百歳を迎えられ

ました。旅行と音楽鑑賞が

好きで、好奇心も旺盛な�

杉さん。新聞などを毎日隅 

々まで読まれるそうです。

前向きな性格で楽しく日々

を過ごされています。

�/��

　　家族に囲まれ百歳を祝う

西本文子さん（上水田）が

百歳を迎えられ、施設でお

祝いの会が行われました。

数年前に入所するまでは、

自分のことは全部していた

西本さん。四季折々の花が

大好きで水やりや鉢植えを

楽しまれていたそうです。

�/��

　　正しく表示し、どんどん売ろう

出荷者に義務付けられる食

品表示の知識などを学ぶ、

食品表示等合同研修会が勝

山文化センターで開かれま

した。直売所出荷者約��人

が参加。真庭市場店長によ

る商品ラッピング方法の伝

授なども行われました。

�/��

真
庭
の
地
酒
で
ほ
ろ
酔
い

真
庭
の
地
酒
で
乾
杯
！
列
車
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広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

�
月
の
わ
が
家
は
、
大
変
な
一
月
で

し
た
。
と
い
う
の
も
、
私
以
外
の
全
員

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
す
。
熱
が
出
て
し
ん
ど
い

子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
看
病
し
た
つ

も
り
で
す
が
、
な
ぜ
だ
か
私
は
異
常
な

し
。
お
か
げ
で
代
表
し
て
買
い
物
な
ど

に
行
く
こ
と
が
で
き
た
し
、
強
い
体
に

感
謝
で
す
。
あ
と
や
は
り
実
感
し
た
の

は
、
予
防
接
種
の
大
切
さ
で
す
ね
。
皆

さ
ん
も
受
け
ま
し
ょ
う
ね
。 

福
島

　

山
中
一
揆
の
時
代
劇
の
市
内
ロ
ケ
現

場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。気
温
も
低
く
、

風
も
吹
く
寒
い
日
で
し
た
。
し
っ
か
り

着
込
ん
だ
私
で
も
芯
か
ら
冷
え
た
ほ

ど
。
黙
々
と
作
業
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
薄

着
で
演
じ
る
俳
優
さ
ん
の
熱
意
に
は
感

嘆
す
る
ば
か
り
。
撮
影
は
、
照
明
や
音

響
の
配
置
な
ど
事
前
の
準
備
が
完
了
し

て
、
い
ざ
本
番
撮
影
。
撮
影
し
て
い
た

シ
ー
ン
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
上
映
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。 

小
山

　

今
回
は
学
校
に
お
邪
魔
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
授
業
中
の
教
室
に
入

る
の
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
で
、
と
い
う

か
卒
業
以
来
二
十
ウ
ン
年
ぶ
り
の
話
。

母
校
で
も
な
い
学
校
の
教
室
や
廊
下
に

何
と
な
く
懐
か
し
さ
を
覚
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
ら
か
に
年
下
で

あ
ろ
う
先
生
の
教
え
る
姿
が
、
ま
る
で

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
の
よ
う
に
も
見

え
ま
し
た
。
き
っ
と
童
心
に
返
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

江
崎

�問   商工観光課 ℡����-��-����
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南
北
に
長
い
真
庭
市
は
、
�
月
上
旬
か
ら
下
旬
ま
で
約
�
カ
月
に

渡
っ
て
桜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
桜
の
名
所
や
イ
ベ
ン
ト
を

巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

イベントのご案内
●醍醐桜まつり
　３月下旬～開花期間中
　醍醐桜付近
●天領くせ桜まつり
　４月１日（火）～１５日（火）
　久世トンネル桜付近河川敷
●美甘宿場桜さくらまつり
　４月２０日（日）予定
　美甘商店街裏の堤防周辺
●ひるぜん天の岩戸さくらまつり
　４月下旬
　茅部神社参道

真庭の桜の見頃は？

 �月

　
久世トンネル桜
北房ダムの桜

醍醐桜
岩井畝の大桜
美甘宿場桜
湯原温泉砂湯の桜

茅部神社桜並木
黒岩の山桜

上旬

中旬

下旬
久世トンネル桜

岩井畝の大桜

��������	
��

��������	
�������
��������	

　美作国建国����年記念事業もいよいよフィナー

レを迎えます。次代を担う子どもたちのパフォーマ

ンスもあります。 ぜひお越しください。（参加無料）

�問   同事業実行委員会　℡����-��-����

醍醐桜


